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１
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
、
大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
会
員
が
、
リ

ズ
モ
ー
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
リ
ズ
モ
ー
市
で
は
、
交
換
学
生
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
バ
ー
チ
ュ
ー
夫
妻
の
案
内
で
市
内
を
見
学
し
、
リ
ズ
モ
ー
市
長
に
面
会
し
ま
し
た
。

　

リ
ズ
モ
ー
市
庁
舎
に
は
、
姉
妹
都
市
を
結
ん
だ
時
に
交
わ
し
た
盟
約
書
や
、
今
ま

で
に
大
和
高
田
市
長
が
贈
っ
た
品
々
が
飾
ら
れ
、
姉
妹
都
市
の
歴
史
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
市
長
室
で
自
ら
お
茶
を
い
れ
、
ふ
た
り
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大

和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会
新
聞
「
バ
ン
ブ
ー
シ
ュ
ー
ツ
」
を
毎
号
読
ん
で
、

新
聞
の
製
作
や
、
日
本
の
お
正
月
に
興
味
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
の
を
聞
い
て
い
た
友

好
協
会
員
は
、
写
真
を
入
れ
た
資
料
を
作
り
、
市
長
に
説
明
し
ま
し
た
。
市
長
は
、

ジェニー・ダゥエルさん

姉妹都市オーストラリア・リズモー市長　

興
味
深
く
熱
心
に
聞
か
れ
た
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
の
歌
「
潮
鳴
り
こ

え
て
」
（
作
詞
：
橋
本
竹
茂　

作
曲
：
岡
本

幸
子
）
に
英
語
の
歌
詞
が
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
バ
ー
チ
ュ
ー
夫
妻
を
は
じ
め
と
す

る
リ
ズ
モ
ー
市
民
と
友
好
協
会
員
が
歌

詞
を
英
訳
し
ま
し
た
。
リ
ズ
モ
ー
市
長

も
目
を
通
し
、
了
解
し
て
く
だ
さ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
後
は
、
両
市
民
が
一
緒

に
歌
う
機
会
も
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

リズモー市長　
ジェニー・ダゥエル さん

【プロフィール】
　ビクトリア州出身。幼児教育、障がい
児教育に携わる。結婚後、夫の転勤に
伴いリズモー市に移り住む。市内の図書
館でのボランティアや幼児教育などに携
わり、2004年にリズモー市の市議会議
員に選出される。2008年9月、市長に
就任。趣味は、ガーデニング。忙しい
公務の傍ら、レインフォレスト植物園の
保護ボランティアなどにも積極的に取り
組んでいる。（リズモー市ホームページより）

市長から議場を案内されました

吉田市長からの贈り物
を受け取るジェニー・
ダゥエル市長

リズモー市内では商店街の道路の整備工事が

傷ついたコアラを保護する
ための施設

リズモー市郊外にある何でもそろうお店

車で30分走れば、オーストラ
リアの東端・バイロンベイへ

「Thank you also for the beautiful New Year 
ornament for year of the Tiger. I was born in 
year of the Tiger in 1950!」
寅年にちなんだ美しい新年の飾りをありがとうご
ざいました。私自身、1950年生まれの寅年です

（リズモー市長からのお礼のメッセージより）

 ● 人口　約45,000人
 ● 面積　1,267平方キロメートル（大和高田市の約80倍）
 ● 気候　亜熱帯に属し、おだやかな気候
 ● 産業　酪農、畜産加工、果樹栽培、製材等
 ● 位置　オーストラリアの東部ニューサウスウェールズ州
　　　　の北東に位置し、シドニーへは南へ800キロメート
　　　　 ル、ブリスベンへは北へ200キロメートル

大和高田・リズモー都市友好協会が、年4回発行してい
る新聞。大和高田市のできごとや日本の文化を、英語
と日本語で紹介している。友好協会会員に配布するほ
か、リズモー市へも送っている。大和高田市内では、市
役所や図書館、中央公民館、総合福祉会館、各小学
校高学年・中学校、高田商業高校などへ配布している。

英字新聞「バンブーシューツ」　　The Bamboo Shoots

リズモー
ってこんなところ

Mayor of Lismore
Jenny Dowell
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ご紹介します
　

大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

三
津
子

　
広
大
な
自
然
の
美
し
さ
の
中
で
、
自
然

と
共
に
生
活
し
て
い
る
様
子
は
、
ま
さ
に

エ
コ
ラ
イ
フ
で
し

た
。
電
灯
の
使
用

は
控
え
、
日
没
ま

で
陽
の
光
を
楽
し

み
ま
す
。
各
家
庭

に
は
大
き
な
タ
ン

ク
が
備
わ
り
、
雨

水
を
貯
め
、
プ
ー

ル
、
庭
、
シ
ャ
ワ
ー

な
ど
に
使
い
ま
す
。
そ
の
雨
水
は
飲
料
水

と
し
て
も
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

姉妹都市提携に多大な尽力

パウロ・グリン神父

　

１
月
13
日
に
は
、
リ
ズ
モ
ー
市
と

姉
妹
都
市
を
結
ぶ
橋
渡
し
役
と
な
っ

た
パ
ウ
ロ
・
グ
リ
ン
神
父
が
、
大
和

高
田
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

グ
リ
ン
神
父
は
、
１
９
５
２
年
高

田
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
赴
任
し
ま
し

た
。
ま
だ
戦
後
の
排
日
的
な
世
相
の

中
、
足
り
な
い
資
金
は
リ
ズ
モ
ー
市

民
か
ら
寄
附
を
募
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園
を
建
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
日
豪
関
係
を
築
く
た
め
姉
妹

都
市
締
結
に
奔
走
し
、
大
和
高
田
市

と
リ
ズ
モ
ー
市
は
、
１
９
６
３
年
日

豪
の
姉
妹
都
市
締
結
第
１
号
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
も
、
通
算
22
年
に
わ
た
り
、

日
本
で
日
豪
和
解
巡
礼
団
の
招
へ
い
、
旧

日
本
人
兵
の
遺
品
返
還
な
ど
の
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
帰

国
後
は
、
著
述
活
動
を
通
し
て
収
益
を
ア

ジ
ア
の
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
贈
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
奈
良
市
の
登
美
ヶ
丘
教
会
で

活
動
し
て
い
た
２
歳
年
上
の
兄
ト
ニ
・
グ

リ
ン
神
父
の
生
涯
を
書
い
た
「
サ
ム
ラ
イ

の
如
く　

ト
ニ
・
グ
リ
ン
物
語
」
を
出
版

す
る
た
め
に
来
日
し
ま
し
た
。「
こ
れ
か

ら
の
世
の
中
に
も
、
和
解
は
大
切
で
す
」

と
語
っ
た
グ
リ
ン
神
父
は
、
市
に
も
著
書

ん
、上
水
道
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。夜
は
、

空
気
が
澄
み
き
っ
て
い
る
せ
い
か
満
天
の
星

が
輝
き
、
子
ど
も
時
代
に
見
た
星
空
が
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
番
の
楽
し
み
は
、
リ
ズ
モ
ー

市
長
に
面
会
で
き
る
こ
と
で
し
た
。
年
４

回
発
行
の
大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友

好
協
会
新
聞
「
バ
ン
ブ
ー
シ
ュ
ー
ツ
」
に

興
味
を
持
た
れ
、
会
っ
て
話
を
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
編
集
の
様
子
、
元
旦
の
過

ご
し
方
、
お
せ
ち
料
理
、
干
支
、
成
人
式

の
着
物
に
つ
い
て
な
ど
の
話
を
し
な
が
ら
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
建
国
記
念
日
に
食
べ
る
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
の
お
も
て

な
し
を
う
け
、
感
激
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
若
者
は
21
歳

で
成
人
と
な
り
、
大
き
な
パ
ー
テ
ィ
ー
を

大きな雨水タンク

みんなで歌詞を検討中

松田副市長に著書を手渡しました

を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
（
市
立
図

書
館
に
、
英
語
版
と
日
本
語
版
が
あ
り
ま

す
。
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
）。

開
き
、
両
親
か
ら
独
立
し
ま
す
。
た
と
え

一
時
的
な
仕
事
で
あ
れ
、
自
分
の
責
任
に

お
い
て
進
ん
で
い
く
様
子
、
そ
れ
が
遠
方

の
地
で
あ
っ
て
も
自
信
を
持
っ
て
一
人
旅

立
っ
て
行
く
姿
を
、
か
つ
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
し
て
、
預
か
っ
た
青
年
た
ち
に
見

る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら
の
強
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
人
々
の
大
陸
的
な
お
お
ら
か
さ
は

ど
こ
か
ら
来
る
も
の
か
。
地
下
資
源
が
豊

富
で
、
国
の
老
後
の
社
会
保
障
が
あ
る
た

め
か
・
・
・
。
と
り
わ
け
女
性
は
朗
ら
か
で

話
し
好
き
。
時
間
を
忘
れ
て
楽
し
い
語
ら

い
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
気
ま
ま
な
旅
で
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
リ
ズ
モ
ー
と
大
和
高
田
の
変
わ
り

な
い
友
情
を
願
い
、
リ
ズ
モ
ー
市
長
の
手

厚
い
お
も
て
な
し
と
、
す
べ
て
の
旅
の
ア
レ

ン
ジ
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
バ
ー
チ
ュ
ー
夫
妻

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
友

好
協
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て

る
よ
う
、
ま
た
、
日
本
の
若
者
た
ち
が
視

野
を
広
め
、
前
進
し
て
い
く
お
手
伝
い
が

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〔
大
和
高
田
・
リ
ズ
モ
ー
都
市
友
好
協
会

　

事
務
局　

広
報
情
報
課　

内
線
２
９
１
〕

オーストラリアからのお客さま

真
夏
の
リ
ズ
モ
ー
を
訪
ね
て
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平 成 2 1 年 1 2 月

定 例 市 議 会

一 般 質 問

水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て

答
奈
良
県
水
道
局
は
、
県
営

水
道
の
活
用
を
促
し
、
市

町
村
の
自
己
水
源
か
ら
県
営
水
道

へ
の
転
換
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
の
３
年
間
、
県
営
水
道
料
金
の

単
価
を
現
行
の
１
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
１
４
５
円
か
ら
５
円
を
値

下
げ
す
る
と
発
表
し
た
。

　

こ
の
料
金
単
価
５
円
の
値
下
げ

の
た
め
の
県
条
例
整
備
に
つ
い
て

問

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
検
証

と
今
後
に
つ
い
て

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
市
税
徴
収
率
の
向
上
・

人
件
費
総
額
の
抑
制
を
は
じ
め
と

し
た
歳
入
歳
出
の
各
取
り
組
み
項

目
に
お
い
て
、
積
極
的
に
推
進
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

平
成
19
年
度
・
20
年
度
の
単
年
度

収
支
は
黒
字
と
な
り
、単
年
度
収
支

の
均
衡
を
図
る
目
標
は
達
成
で
き

問答

　

平
成
21
年
12
月
定
例
市
議
会
は
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
11
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
補
正
予
算
案
11
件
、
条
例
案
件
５
件
、
市
道
の
認
定
１
件
、
市
道
の

変
更
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
意
見
書
２
件
、
和
解
案
件
１
件
の
計
22
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質

問
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
一
般
質
問
お
よ
び
意
見
書
の
一
部
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
涌
田
五
月
氏
の
推
薦
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。　

は
、
３
月
議
会
の
予
定
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
今
後
の
県
営
水
道
の

単
価
の
改
正
に
つ
い
て
十
分
注
視

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
本
市

水
道
事
業
会
計
の
平
成
22
年
度
か

ら
３
か
年
に
つ
い
て
、
財
政
計
画
を

勘
案
の
上
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

大
型
汎
用
機
電
算
シ
ス
テ

ム
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に

つ
い
て

多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
よ
り
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
の
高
度
化
・
効

率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
に

あ
る
。
Ｉ
Ｔ
技
術
の
高
度
な
発
展

と
と
も
に
、
大
型
汎
用
機
電
算
シ

ス
テ
ム
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
る

問答

合
理
化
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
検

討
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
導
入
事

例
も
多
く
、
経
費
の
削
減
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。

　

本
市
の
Ｉ
Ｔ
推
進
の
将
来
性
を

見
た
場
合
、
サ
ー
バ
ー
化
等
に
よ

る
電
算
シ
ス
テ
ム
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
化
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
他
の
市
町
村

と
の
共
同
化
に
よ
る
割
り
勘
メ
リ
ッ

ト
を
出
す
た
め
の
「
共
同
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
」
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

改
正
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

見
直
し
な
ど
、
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム

の
開
発
や
改
修
に
伴
う
高
額
な
コ

ス
ト
が
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
本
市
電
算
シ
ス
テ
ム
の
最
適

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つ
い
て
、
経
済
成
長

に
伴
う
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に

よ
り
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
放
出
が
地
球
温
暖
化
を

引
き
起
こ
し
、
私
た
ち
の
生
活
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
、

西
欧
諸
国
が
先
頭
に
立
ち
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
、
中
国

等
に
お
い
て
も
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
の
数
値
目
標
が
定
め
ら

れ
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
課
題

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

問答

　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
20
年

度
に
「
大
和
高
田
市
地
域
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
平
成
29
年
度
ま
で
の

９
年
間
に
お
い
て
、
平
成
19
年
度

比
、
総
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
8.9
％

の
削
減
目
標
を
掲
げ
な
が
ら
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
ま
た
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
向
け
、
11
月

に
市
民
お
よ
び
事
業
所
の
代
表
９

名
で
構
成
す
る
「
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
協
議
会
」
を
発
足
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
に
対
す
る
補
助
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
国
か
ら
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
７
万
円
の
補
助
金
が

あ
る
が
、
本
市
の
目
標
を
達
成
す

る
に
は
、
市
民
お
よ
び
事
業
所
に

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境

づ
く
り
、
補
助
金
等
を
含
む
施
策

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

☆３月定例市議会は、３月４日（木）から開催の予定です。

平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算　

４
億
３
、７
１
９
万
円
な
ど
可
決

化
と
Ｉ
Ｔ
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。
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る
見
込
み
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

平
成
20
年
度
末
の
一
般
会
計
の
累

積
赤
字
額
が
約
７
億
６
、４
０
０
万

円
残
存
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度

末
で
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
終
了
後

も
、
次
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
で
あ
る
「
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
末

に
は
一
般
会
計
の
累
積
赤
字
の
解

消
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

「
大
和
高
田
検
定
」
推
進

に
つ
い
て

国
で
地
元
の
歴
史
・
文
化
・

自
然
・
観
光
等
に
つ
い
て
の

知
識
に
関
す
る
検
定
づ
く
り
が
盛

ん
に
行
わ
れ
、
広
が
り
を
見
せ
て

い
る
。
こ
れ
ら
「
ご
当
地
検
定
」

と
呼
ば
れ
る
検
定
は
、
観
光
産
業

の
振
興
や
地
域
特
有
の
歴
史
や
文

化
を
題
材
に
し
た
も
の
、
ま
た
、

地
域
の
名
物
や
特
産
物
に
関
す
る

も
の
な
ど
が
あ
り
、
商
工
会
議
所

や
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど

が
主
と
な
り
実
施
し
て
い
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く

り
の
市
民
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
夢

咲
塾
」
が
、
20
問
か
ら
な
る
「
高

田
検
定　

入
門
編
」
を
作
成
し
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
市

民
が
地
域
を
再
認
識
し
、
地
域
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
地

域
通
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
こ
と

に
よ
り
、
郷
土
へ
の
愛
着
や
関
心

問答

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

特
定
高
齢
者
数
と
地
域
支

援
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
12
月
１
日
現
在
、

特
定
高
齢
者
数
は
１
１
４
名
で
あ

る
。
こ
の
人
た
ち
に
は
、
介
護
予

防
事
業
に
重
点
を
置
き
、
特
定
高

齢
者
施
策
と
し
て
、
運
動
器
の
機

能
向
上
事
業
、
口
腔
機
能
・
栄
養

改
善
事
業
の
展
開
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
一
般
の
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
教
室
、

脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
も
実
施
し
て

お
り
、
今
後
一
層
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
支
援
事

業
の
１
つ
と
し
て
、
近
年
急
増
し
て

い
る
虐
待
や
認
知
症
高
齢
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
や
成
年
後
見
制
度
の

問答
を
高
め
、
ひ
い
て
は
ま
ち
の
活
性

化
や
本
市
の
情
報
発
信
に
つ
な
げ

る
こ
と
の
で
き
る
有
効
な
手
段
と

理
解
し
て
い
る
。
今
後
、
自
発
的

に
取
り
組
む
団
体
を
、
検
定
内
容

や
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
協
力
・
支
援
し
て
い
き
た
い
。

◆
議
員
に
よ
る
街
頭
活
動
◆

　

下
記
の
写
真
の
旗
を
持
っ
て
、

定
例
会
の
開
会
前
に
告
知
活
動
、

ま
た
、
閉
会
後
に
結
果
報
告
を
そ

れ
ぞ
れ
２
日
間
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
場
所
◆
　

近
鉄
高
田
駅
前
・
近
鉄
高
田
市
駅
前

◆
時
間
◆
　

１
日
目
：
午
前
７
時
ご
ろ
〜
８
時
ご
ろ

２
日
目
：
午
後
６
時
ご
ろ
〜
７
時
ご
ろ

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
て

大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市のホームページ→サイドメニュー「大和高田市議会」または「市政全般」→「市議会」　   ● 「大和高田市議会」と入力して検索

委 員 会
審 査 結 果

総
務
財
政
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
二
十
一
年
度 

大
和
高
田
市 

一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
三
号
）

ほ
か
、
１
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

平
成
二
十
一
年
度
大
和
高
田
市

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）
ほ
か
、
３
議
案

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
二
十
一
年
度
大
和
高
田
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
ほ
か
、
１
議
案

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

【
行
政
視
察
】校庭・園庭の芝生化事業について

民生文教委員会（11月16日：四国中央市）
電算システム効率化の取り組みについて
総務財政委員会（11月12日 ：府中市）

提
出
さ
れ
た
意
見
書

○
「
非
核
三
原
則
を
厳
格
に
守
り
、非
核
・
平
和
日
本
宣
言
を
行
う
こ
と
」

　
を
求
め
る
意
見
書

○
地
域
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
の
国
の
予
算
執
行
及
び
予
算
編
成
を
求

　
め
る
意
見
書

水
害
対
策
に
つ
い
て

流
域
の
保
水
・
遊
水
機
能

の
低
下
に
起
因
す
る
水
害

に
対
し
、
遊
水
機
能
の
整
備
や
貯

留
施
設
設
置
な
ど
の
流
域
対
策

は
、
総
合
的
な
治
水
に
つ
な
が
る

有
効
的
な
対
策
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
平
成
19
年

７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
以
降
、
浸

水
常
襲
地
域
に
お
い
て
、
河
川
形

状
の
変
更
お
よ
び
断
面
の
拡
大
等

に
よ
る
対
策
を
講
じ
、
さ
ら
に
、

８
月
の
被
災
地
域
に
は
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
な
が
ら
、
貯
留
施
設

の
築
造
等
に
よ
り
、
河
川
災
害
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
鋭
意
、

改
修
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
浸
水
常
襲
地
域
の
上
流

域
に
あ
る
公
共
用
地
の
有
効
利
用

に
よ
る
貯
留
施
設
の
築
造
対
策
、

ま
た
利
水
と
し
て
の
利
用
頻
度
の

低
下
し
た
溜
め
池
に
お
い
て
、
治
水

容
量
を
確
保
す
る
対
策
を
講
ず
る

こ
と
が
、
本
市
の
諸
事
情
に
即
し

た
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答 問
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。
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人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
憲
法

の
施
行
か
ら
、
１
年
後
の
１
９
４
８

年
（
昭
和
23
年
）
に
日
本
国
憲
法

の
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
実
現
す

る
た
め
に
発
足
し
た
、
わ
が
国
独
自

の
制
度
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長

が
候
補
者
を
選
び
、
議
会
の
同
意

を
得
て
法
務
局
に
推
薦
し
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
現
在
、

全
国
で
約
１
４
、０
０
０
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
、
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
和
高
田
市
で
は
、

10
名
の
委
員
が
、
葛
城
法
務
局
管

轄
の
葛
城
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

に
所
属
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

研
修
を
重
ね
、
定
期
的
に
人
権
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
毎
年
６
月
１
日
の
「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」
や
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

会
場
な
ど
で
も
、
啓
発
活
動
を
お
こ

な
い
、
臨
時
の
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
侵
害
等
の
解
決
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め
に
つ
い
て

は
、
電
話
で
の
相
談
に
加
え
、「
子

ど
も
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を

各
学
校
に
設
置
し
、
電
話
相
談
に

勇
気
が
い
る
と
い
っ
た
子
ど
も
達
の

気
持
ち
に
配
慮
し
た
、
手
紙
に
よ

る
人
権
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
手
紙
に
は
、
す
べ
て
返

事
を
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
か

な
人
権
感
覚
を
子
ど
も
達
に
身
に

付
け
て
も
ら
う
た
め
に
、「
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
開

催
や
、
幼
稚
園
や
保
育
所
に
出
向

い
て
、
紙
芝
居
等
を
使
っ
て
の
「
人

権
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
小
学
校
に
出
向
き
、「
命
の

大
切
さ
」や「
相
手
を
思
い
や
る
心
」

と
い
う
人
権
尊
重
の
も
と
に
な
る
心

を
大
切
に
育
て
よ
う
と
、「
人
権
の

花
運
動
」
を
実
施
し
、
パ
ン
ジ
ー
や

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
な
ど
の
種
や
球
根
を

配
布
し
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
大

事
に
育
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
を
よ
く

知
っ
て
、
と
も
に
人
権
へ
の
理
解
を

深
め
、
と
も
に
相
手
を
思
い
や
り
、

と
も
に
人
権
を
大
切
に
守
り
、
と
も

に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
シ
リ
ー
ズ

　
　
　

人
権
擁
護
委
員　

86

172
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
身
近
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
」

人
類
が
住
む
地
球
環
境
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
干
ば
つ

や
洪
水
等
の
異
常
現
象
、
生
態
系
の

破
壊
、
ま
た
食
糧
不
足
や
水
不
足
等

に
よ
り
生
活
へ
も
甚
大
な
被
害
を
与

え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、
私
た
ち
に

は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
あ

ま
り
に
規
模
が
大
き
過
ぎ
て
、
実
感

が
わ
か
な
い
…
と
い
う
の
が
、
正
直

な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
は
、
冷
房
の
時
の
温
度
設
定
は
少

し
高
く
、
暖
房
の
時
は
少
し
低
く
、

照
明
・
電
気
器
具
等
の
こ
ま
め
な
ス

イ
ッ
チ
オ
フ
、
駐
停
車
時
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
利

用
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
…
等
々
、

普
段
の
生
活
を
ほ
ん
の
少
し
見
直
す

こ
と
が
、
温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。
た
だ
、
目
に
見
え
な
い
温

室
効
果
ガ
ス
を
、
実
際
ど
れ
だ
け
削

減
し
て
い
る
か
を
実
感
す
る
こ
と
は

　
　
　
　

  　

〜
地
球
温
暖
化
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
め
に
〜

　
　
　

現
在
の
日
本
は
、
高
度
成
長

期
の
「
大
量
生
産
」
「
大
量
消
費
」

に
よ
り
物
質
的
に
豊
か
に
な
り
、
私

た
ち
の
生
活
は
快
適
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
り
、

石
油
等
の
化
石
燃
料
を
大
量
に
消
費

し
、
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果
ガ

ス
を
放
出
し
た
た
め
、
地
球
温
暖
化

と
い
う
深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
21
世
紀
は
「
環

境
の
世
紀
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
７
年
に
は
、「
地
球
温
暖
化
防

止
京
都
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
削
減
の
数
値
目
標
が

定
め
ら
れ
る
な
ど
、
す
で
に
国
際
的

な
取
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
が
り
の
私
は
、
２
〜
３
度
く
ら

い
な
ら
暖
か
く
な
っ
て
も
…
と
思
っ
た

り
も
し
て
い
ま
し
た
が
、「
た
か
が
２

〜
３
度
」
で
は
な
く
、
こ
の
わ
ず
か

と
も
思
え
る
温
度
上
昇
が
、
私
た
ち

難
し
い
で
す
し
、
今
日
明
日
に
答
え

が
で
る
よ
う
な
即
効
性
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
く
さ
ん
の
人
が
、
こ
れ
を
意

識
し
、
継
続
的
に
実
践
す
る
こ
と
が

重
要
な
の
で
す
。

　
「
今
の
自
分
だ
け
が
よ
け
れ
ば
よ

い
」
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
子
や

孫
に
美
し
い
地
球
環
境
を
残
す
た
め

に
、
身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

身
近
な
テ
ー
マ
で
、
人
権
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
１
９
９
４

年
広
報
誌
「
や
ま
と
た
か
だ
」
４
月

号
（
５
９
７
号
）
か
ら
掲
載
を
始
め

ま
し
た
。
今
月
１
７
２
回
を
も
ち
ま

し
て
、
終
了
し
ま
す
。

　

長
い
間
、
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　

　

来
月
号
か
ら
は
、「
い
っ
し
ょ
に
伸

び
よ
う　

高
田
っ
こ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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3月の新着図書〈児童書〉3月の新着図書〈一般書〉

3月のおはなし会

　

オ
オ
カ
ミ
と
キ
ツ
ネ
が
友
だ
ち
同
士
の
絵

本
、『
お
れ
た
ち
、
と
も
だ
ち
！
』
シ
リ
ー
ズ

の
作
者
の
詩
集
で
す
。「
泣
く
」「
笑
う
」
と

い
う
テ
ー
マ
の

詩
が
39
編
収
録

さ
れ
て
い
て
、
じ

ん
わ
り
と
心
に

し
み
て
き
ま
す
。

内
田 

麟
太
郎 

作
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

〔市立図書館
　　　☎ 52-3424　 52-9415〕
URL
http://as.yamatotakadalib-unet.ocn.ne.jp

6

▽とき　3月13日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽ところ　としょかん　2かい
 ● おはなし『世

せ

界
かい

でいちばんきれいな声
こえ

』
 ● えほん『ぽとんぽとんはなんのおと』
★ 4月

がつ

から、おはなし会
かい

が月
つき

2かいになります
 ● だい2土

ど

よう日
び

：4さいいじょうのこども、または
　ひとりでおはなしがきける3さいいかのこども
 ● だい4土

ど

よう日
び

：3さいいかのこども
※4さいいじょうでも、さんかできます

『
ぼ
く
た
ち
は
な
く
』

『
勝
間
さ
ん
、
努
力
で
幸
せ
に
な

れ
ま
す
か
』

勝
間 

和
代
・
香
山 

リ
カ 

著

朝
日
新
聞
出
版

『「
ヨ
コ
ミ
ネ
式
」

　
　
　

天
才
づ
く
り
の
教
科
書
』

横
峯 

吉
文 
著
／
講
談
社

『
兇
弾
』 

逢
坂 

剛 

著
／
文
藝
春
秋

『Iｎ
ｖ
ｉｔａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

』

江
國 

香
織 

他 

著
／
文
藝
春
秋

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

『
し
ょ
う
と
の
お
に
た
い
じ

−

日
本
の
昔
話

−

』

　

稲
田 

和
子 

作
・
川
端 

健
生 

絵
／
福
音
館
書
店

『
発
酵
食
品
の
大
研
究
』

　
　
　
　
　

小
泉 

武
生 

監
修
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
絵
で
わ
か
る
「
四
字
熟
語
」

　
　
　
　
　

−

小
学
生
の
こ
と
ば
事
典
』

　
　
　
　
　
　
　

ど
り
む
社 

編
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
つ
づ
き
の
図
書
館
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
葉 

幸
子 

作
／
講
談
社

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

春
を
告
げ
る
「
お
水
取
り
」

　

３
月
に
入
る
と
、
よ
く
「
お
水

取
り
が
済
む
と
暖
か
く
な
る
」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。「
お

水
取
り
」
と
は
東
大
寺
二
月
堂
で

の
行
事
で
す
。
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
東
大
寺
、
ご
本
尊

の
大
仏
様
は
有
名
で
す
よ
ね
。
今

回
は
、
奥
の
深
い
東
大
寺
に
つ
い
て

「
再
発
見
」
で
き
る
よ
う
な
本
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

『
東
大
寺　

新
装
版
』

（
東
大
寺 

編
／
学
生
社
）

　

建
物
や
仏
像
、「
お
水
取
り
」

を
は
じ
め
と
す
る
行
事
な
ど
、

東
大
寺
の
全
て
が
凝
縮
さ
れ
て

い
る
本
で
す
。

『
東
大
寺
物
語（
名
刹
歳
時
記
）』

　
　
（
加
藤 

楸
邨 

他 

編

世
界
文
化
社
）

　

東
大
寺
の
こ
と
を
多
角
的
な

視
点
か
ら
書
い
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
参
拝
ル
ー
ト
の
一
日
モ
デ
ル

の
紹
介
も
あ
り
、
拝
観
者
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。

『
東
大
寺
と
お
水
取
り　
（
入
江

　

泰
吉
写
真
全
集　

第
二
巻
）』

（
入
江 

泰
吉 

著
／
集
英
社
）

　

東
大
寺
と
お
水
取
り
に
関
す

る
写
真
集
で
す
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
お
水
取
り
行
事
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
、
松た

い
ま
つ明
の
火

の
神こ

う
ご
う神

し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
改
訂
大
和
高
田
市
史　

前
編
よ
り
）

　

役
行
者
の
母
は
、
い
ま
の
奥
田
の
善
教

寺
の
あ
た
り
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
土
を
盛
っ
た
墓
が
こ
の
町
の
北
、

秋
吉
と
奥
田
の
間
に
あ
っ
て
、
も
と
木
の

墓
標
が
立
て
て
あ
っ
た
。
は
じ
め
二
坪
ほ

ど
で
あ
っ
た
が
最
近
は
石
塔
が
建
て
ら
れ

て
四
坪
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
た
。
役
行
者

の
両
親
に
は
じ
め
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
毎

日
神
仏
に
向
っ
て
子
ど
も
を
授
け
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
お
祈
り
す
る
と
、
あ
る
日
、
母

が
天
か
ら
金
の
※

ド
ッ
コ
（
独
鈷
）
が
お
ち

て
き
て
そ
れ
を
飲
ん
だ
夢
を
み
た
。
そ
れ

か
ら
は
ら
ん
で
子
が
で
き
た
。
そ
れ
が
役

行
者
で
あ
っ
た
。
い
ま
の
行
者
堂
の
あ
た

り
に
住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

役
行
者
の
母
（
刀と

良ら

売め

）

　
　
　
　
　
　
の
墓

※
ド
ッ
コ
（
独
鈷
）・・・
両
端
の
と
が
っ
た
金　

　
　
　
　

属
製
の
仏
具
。
古
代
イ
ン
ド
の
武　

　
　
　
　

器
で
煩
悩
を
打
破
す
る
意
を
表
す
。

昭和50年代前半の蓮取り行事で
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去
る
１
月
12
日
、
大
和
高
田
市
立
看
護
専
門
学
校

の
吉
岡
磨
未
さ
ん
、宇
原
則
子
さ
ん
、田
中
麻
耶
さ
ん
、

桝
本
あ
す
か
さ
ん
の
４
名
が
、
市
内
の
公
園
で
自
殺

を
し
よ
う
と
し
て
い
た
男
性
を
発
見
。
す
ぐ
さ
ま
、

１
１
９
番
通
報
し
て
救
急
車
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
男
性
を
ベ
ン
チ
の
上
に
横
た
わ
ら
せ
、
脈
拍
を

と
っ
た
り
、
自
分
た
ち
の
上
着
を
掛
け
て
体
温
を
保
つ

な
ど
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
４
名
が
見

事
な
連
携
で
初
動
活
動
を
お
こ
な
っ
た
お
か
げ
で
、
尊

い
一
命
を
と
り
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

１
月
29
日
、
高
田
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
た

皆
さ
ん
は
、「
学
校
で
学
ん
だ
知
識
と
技
能
を
生
か
し

て
、
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。
こ
の

体
験
を
糧
に
し
て
、
将
来
は
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ

ん
の
命
を
救
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市立看護専門学校生が人命救助

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。
こ
の
期
間
、
火
災
予

防
の
大
切
さ
を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
消
防
訓
練
、
住

宅
防
火
診
断
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

家
庭
で
も
、
火
の
取
り
扱
い
や
後
始
末
に
注
意
す
る
な
ど
、
火
災
予
防
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
必
ず
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象　

　

す
き
間
の
ほ
こ
り
が
吸
っ
た
湿

気
に
よ
り
、
プ
ラ
グ
両
極
間
の

絶
縁
状
態
が
悪
く
な
り
、
電

流
が
流
れ
、
発
火
す
る
現
象

「
消
え
る
ま
で 

ゆ
っ
く
り
火
の
元 

に
ら
め
っ
子
」

　 

コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
発
火
！

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　

３
月
１
日（
月
）〜
７
日（
日
）

　

市
内
で
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
発

火
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

コ
ン
セ
ン
ト
や
テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
長

期
間
電
源
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
で
い

る
と
、
※
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ

り
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
発
火
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
現
象
が
発
生
し
や
す
い
の
は
、

次
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
ト
で
す
。

 

● 

湿
気
が
高
い
洗
面
所
や
台
所
な

ど
に
あ
り
、
湯
気
や
水
滴
が
か

か
り
や
す
い

 

● 

家
具
な
ど
の
裏
側
で
、
長
期
間
差

し
込
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

 

● 

暖
房
器
具
な
ど
に
よ
り
、
結
露

の
生
じ
や
す
い
場
所
に
あ
る

 

● 

ペ
ッ
ト
の
尿
が
か
か
り
や
す
い
場

所
に
あ
る

　

原
因
と
な
る
ほ
こ
り
を
た
め
な

い
た
め
に
、
こ
ま
め
に
清
掃
や
点

検
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長
期

間
外
出
す
る
時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
消
防
署
☎
25
・
0
1
1
9
〕

市
内
で
発
生

感謝状を手に（左から吉岡さん、宇原さん、田中さん、桝本さん）

第33回市民マラソン大会
　　　＆ウォーキングの会

　

２
月
７
日
、
総
合
公
園
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
発
着
点
と
し
て
、「
第
33

回
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た

約
450
名
の
皆
さ
ん
は
、
思
い
思
い
の

ペ
ー
ス
で
、ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
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44          生クリームと旬の果物をはさんでどうぞ！

〈
作
り
方
〉

１ 

生
地
の
材
料
を
、粉
っ
ぽ
さ
が
な
く
な
る
ま
で
ま
ぜ

る
。

２ 

フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
油
を
ひ
き
、１
を
お
玉
１
杯
ほ

ど
ま
る
く
流
し
て
弱
火
で
焼
く
。上
面
に
気
泡
が
出

て
半
乾
き
状
態
に
な
っ
た
ら
、裏
返
し
に
し
て
焼
き
上

げ
る
。

３ 

２
を
熱
い
う
ち
に
半
分
に
折
り
、１
つ
ず
つ
ラ
ッ
プ
に

包
む
。

４ 

い
ち
ご
は
洗
っ
て
へ
た
を
取
り
、縦
半
分
に
切
る
。生

ク
リ
ー
ム
は
砂
糖
を
加
え
、か
た
く
泡
立
て
る
。

５ 

冷
め
て
か
ら
３
の
ラ
ッ
プ
を
は
ず
し
、４
の
生
ク
リ
ー

ム
を
間
に
塗
り
い
ち
ご
を
は
さ
む
。

〈エネルギー〉
188キロカロリー
たんぱく質 ……… 3.5g
カルシウム ……… 55 mg
　　　　　　　（１人分）

＊ いちごのオムレツケーキ（６人分）

相
談
事
例

　

20
週
間
前
、あ
る
業
者
か
ら「
中

学
1
年
生
の
長
男
の
高
校
受
験
に

向
け
て
、
よ
い
提
案
が
あ
る
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。
翌
日
、
訪
れ
た

男
性
は
「
責
任
を
持
っ
て
成
績
ア
ッ

プ
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
話
し
、
2

年
間
の
「
家
庭
教
師
指
導
付
き
教

材
」
を
勧
め
た
。
月
2
万
円
以
内

で
家
庭
教
師
の
指
導
が
受
け
ら
れ

る
と
い
う
の
で
契
約
を
決
め
た
が
、

契
約
書
を
見
る
と
、
家
庭
教
師
の

指
導
に
つ
い
て
の
記
述
が
、
勧
誘

時
の
説
明
と
違
う
よ
う
だ
。

<

40
歳
代　

女
性

契
約
金
額 

48
万
円>

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、
一
般

的
な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の

で
す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家庭教師指導付き
教材販売

せ
る
と
、「
教
材
販
売
が
目
的
で
、

学
習
指
導
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
話
で

お
こ
な
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

相
談
者
は
、
教
材
販
売
だ
け
な
ら

断
っ
た
の
に
、
勧
誘
時
に
は
、
ま
る

で
家
庭
教
師
が
派
遣
さ
れ
る
よ
う

な
説
明
を
受
け
た
た
め
契
約
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

高
額
な
教
材
購
入
は
、
よ
く
考
え
て

　

今
回
は
、
契
約
書
を
受
け
取
っ

て
か
ら
８
日
以
内
だ
っ
た
の
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
り
解
約
で
き
ま
し

た
。
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、
勧

誘
時
に
事
実
で
な
い
こ
と
を
告
げ

た
り
、
強
引
に
契
約
さ
せ
た
り
す

る
な
ど
、
販
売
方
法
に
問
題
が
あ

誤
解
を
招
く
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク

　

契
約
書
を
見
る
と
、
提
供
さ
れ

る
役
務
の
欄
が
「
無
」
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
業
者
に
問
い
合
わ

　市消費生活相談窓口　◎相談日時  火・木・金曜日　午前10時〜午後4時 　◎ところ  市役所3階 　 ◎予約先  内線274
　県食の安全・消費生活相談窓口　 ◎相談日時  月〜金曜日 午前9時〜午後5時 　 ◎ところ  県高田総合庁舎2階　 ◎予約先  ☎22-0931
　※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

おもしろそうな映画を見ているね。

　　はい。これは、インターネットの「宅配DVD
　　   レンタルサービス」で借りました。

テレビ等でも紹介されているサービスだね。ただ、
トラブルの相談も増えているので注意は必要だよ。

　　トラブルって？

例えば、「1か月間無料キャンペーン」に申し込
んだら、自動的に有料会員に登録されていたと
いう相談。「延滞金無料」とあったのに、返却後、

「無料期間の終了後に商品が届いた」と言われ、
料金を請求された、という相談もあるよ。
　　「無料」や「お試し」という言葉に飛びつ
　　かず、利用規約などをよく読み、内容を理
　　解した上で申し込むことが大切ですね。

れ
ば
、
契
約
の
取
り
消
し
が
可
能

で
す
。

　

子
ど
も
が
小
学
校
高
学
年
く
ら

い
に
な
る
と
、
教
材
や
家
庭
教
師

派
遣
な
ど
の
勧
誘
が
増
え
て
き
ま

す
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
の
場
合
、
月
々

の
支
払
い
は
少
額
で
も
、
３
年
間
と

な
る
と
高
額
で
す
。
ま
た
、
大
量
の

教
材
を
一
度
に
買
っ
た
後
で
、
教
育

課
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑

わ
さ
れ
ず
、
契
約
内
容
や
支
払
総

額
な
ど
を
よ
く
確
か
め
、
十
分
に
検

討
し
て
か
ら
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

〔
広
報
情
報
課　

内
線
２
７
４
〕

「宅配 DVDレンタル」
のトラブル

教えて！
最新情報

〈材料〉
☆ホットケーキミックス ... １００ｇ
　卵 ......................... １個
　砂糖 ...................... 大さじ２
　牛乳 ...................... 1/2カップ
　サラダ油 ................. 少々
中にはさむもの
　いちご .................... 15〜20個
　砂糖 ...................... 大さじ１
　生クリーム ............... 1/2カップ　

　
「
お
い
し
い
！
簡
単
！
お
や
つ
レ
シ
ピ　

い
た
だ
き
ま
〜
す
」

は
、
来
月
か
ら
「
お
い
し
い
！
簡
単
！
一
品
レ
シ
ピ　

い
た
だ
き

ま
〜
す
！
」
と
変
わ
り
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
、
手
軽
に
で
き
て
、

子
ど
も
も
大
好
き
な
一
品
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
育
課

★
お
や
つ
は
、
買
え
ば
簡
単
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

で
も
、
時
に
は
子
ど
も
た
ち
や
親
し
い
人
た
ち
に
、
心
を

　

込
め
た
お
や
つ
を
、
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
っ
し

　

ょ
に
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
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　申込みは、電話・FAX で生涯学習課学校支援係（☎53-6264・
53-6364）へ。団体・個人は問いません。

※教育委員会のボランティアバンクに登録するとともに、ボランティ
ア保険に加入します。

　　　　　　　　　　　〔生涯学習課学校支援係　☎53-6264〕

　

大
和
高
田
市
内
の
各
学
校
で
は
、学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、依
頼
の
あ
っ

た
市
内
各
所
の
学
校
を
訪
問
し
て
、
学
習
支
援
等
の
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
が
、
教
育
委
員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
で
す
。

学校支援ボランティア
絵画 7 コーラス 180
焼きもの 8 大正琴 8
木彫 27 日本画 7
特別支援教育 1 図書 1
文化財 1 生け花 2
英語学習 2 清掃美化 1
安全見守り隊 4 ー ー

【ボランティア登録人数（人）】
　　　　　　　　　※表は延べ人数

教育委員会ボランティア活動報告こんなことをしています
★
図
工
（
絵
画
）

　
児
童
た
ち
の
感
性
を
豊
か
に
す

る
と
と
も
に
、
あ
り
の
ま
ま
を
絵

に
表
現
す
る
楽
し
さ
が
身
に
つ
く

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

★
図
工
（
焼
き
も
の
体
験
）

　
土
の
匂
い
や
感
触
に
親
し
み
な

が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
ど
の
よ
う
に
形

に
し
て
い
く
か
を
児
童
と
と
も
に

考
え
、
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

★
社
会
（
歴
史
教
育・文
化
財
）

　
市
内
で
出
土
し
た
縄
文
式
土
器

な
ど
に
触
れ
、
体
験
や
土
器
復
元

の
話
を
通
し
て
、
本
市
の
大
切
な

遺
産
の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

★
英
語
学
習

　
英
語
を
身
近
に
感
じ
、
英
会
話

力
が
つ
く
よ
う
、
楽
し
く
授
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

★
コ
ー
ラ
ス

　
透
き
通
っ
た
清
ら
か
な
歌
声
と

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
、
歌
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

★
生
け
花

　
校
舎
内
に
生
け
花
を
飾
る
こ
と

で
、
学
校
の
空
間
に
息
吹
を
吹
き

込
み
、
活
気
づ
け
て
い
ま
す
。

★
清
掃
・
美
化

　
学
校
敷
地
内
の
清
掃
・
美
化
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
た
ち
か
ら

の
あ
い
さ
つ
や
笑
顔
が
喜
び
で
す
。

★
安
全
見
守
り
隊

　
児
童
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
見
守
り
と
声
か
け
を
し
て
い

ま
す
。

★
大
正
琴

　
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
目
を
演
奏

し
、
大
正
琴
の
音
色
の
素
晴
ら
し

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

★
特
別
支
援
教
育

　
生
徒
た
ち
に
、
機
械
や
道
具
の

使
い
方
な
ど
の
技
術
だ
け
で
な
く
、

物
を
作
る
楽
し
さ
も
伝
え
る
よ
う

指
導
し
て
い
ま
す
。

登録しませんか



10

　

本
市
で
は
、
江
戸
時
代
の
中
期
か
ら
綿
の
生
産
が
盛
ん
に
お
こ
な

わ
れ
、
後
期
か
ら
は
「
大
和
絣
」
に
代
表
さ
れ
る
繊
維
産
業
が
発

達
し
て
き
ま
し
た
。

　

明
治
29
年
に
は
、
地
元
の
資
本
に
よ
っ
て
、
近
代
的
な
紡
績
工
場

が
創
業
し
、
以
後
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
大
和
高
田
は

日
本
で
も
有
数
の
繊
維
の
町
に
発
展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
製
造
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
発
展
し
、
市
の
主

要
な
産
業
と
な
って
い
ま
す
。
平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、

本
市
の
製
造
品
出
荷
額
等
は
、
総
額
で
５
９
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
（
従
業
者
４
人
以
上
の
事
業
所
）。

　

従
業
者
４
人
以
上
の
事
業
所
数

は
、
１
６
２
事
業
所
を
数
え
ま
す
。

こ
の
中
で
従
業
者
数
は
３
、４
３
２

人
、
給
与
総
額
は
１
０
１
億
円
に

な
る
な
ど
、
製
造
業
は
、
多
く
の

人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
は
、
原
材
料
使
用

額
３
４
０
億
円
に
対
し
て
、
付
加

価
値
額
は
２
３
６
億
円
と
な
り
、

原
材
料
を
加
工
し
て
高
い
付
加
価

値
を
つ
け
て
出
荷
し
て
い
る
点
も
う

か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
の
製
造
業
は
、

市
の
産
業
の
中
で
大
き
な
位
置
を

占
め
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
力

　

家
族
で
し
ょ
う
か
。
植
樹
を

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

最近5年間の出荷額をみると、経済状況が厳
しいなかにあるにもかかわらず、同水準を維持
しています。

【最近の市内製造品出荷額等の推移】
（工業統計調査）

【市内製造業種別の出荷額等】
（平成19年工業統計調査）

出荷額の1位は「衣類・その他の繊維製品製造業」、
2位は「プラスチック製品製造業」、3位は「一般機械
器具製造業」です。

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
パ

ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
は
全
国
生
産

量
の
８
％
を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
機
械
、
食
料

品
、
化
学
工
業
製
品
、
家
具
・
装

備
品
、
ゴ
ム
製
品
、
金
属
製
品
な

ど
が
、
多
く
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
ま
す
ま
す
厳
し
い

経
済
状
況
に
あ
る
中
、
各
事
業
所

で
は
新
商
品
の
研
究
開
発
や
市
場

開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
大
学
と
の
連
携
や
企
業
・

研
究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

常
に
新
し
い
も
の
を
開
発
し
て
い
く

本
市
の
「
も
の
づ
く
り
」
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
〔
産
業
振
興
課　

内
線
２
６
０
〕

大
和
高
田
市
の
大
き
な
活
力
源

「ものづくり」は「ものづくり」は


